
１月２７日（水）に保健師の久保田先生を講師としてお招きし、４年生を対象とした性に関
する指導教室「おとなへのからだと心の変化」（体育科保健領域）を行いました。
子ども達は講師の先生から、これから起こる体の変化について詳しい説明を関心をもって聞

いていました。特に、男子と女子では変化の速さに違いがあること、また同じ男子どうし、女
子どうしでも個人差があることなどを理解することができました。
体の中と外に現れてくる変化や体の部分の正しい名称について丁寧に説明していただいた後

は、「初経や精通は命をつなぐためのしくみ」であること、また直系の祖先がどこかで一人欠
けていても、今の自分は生まれてきていないというお話を聞き、受け継いできた大切な命をつ
なぐ意義を学ぶことができました。

２月２日（火）３年生は２校時、４年生は３校時になわとび記録会が体育館で行われました。決めら
れた時間を跳び続ける「持久跳び」（３・４年生は３分）となわとび検定カードの中から自分の挑戦す
る跳び方３種目まで選んで挑戦する「種目跳び」に、子ども達全員がチャレンジしました。高度な技、
後ろ二重跳び、前はやぶさ、後ろはやぶさなどを十数回跳べた子どもも出現しました。お寒い中、子ど
も達の応援に駆けつけてくださいました保護者のみなさま、子ども達への温かい声援ならびに拍手、本
当にありがとうございました。

２月１８（木）午後２時より、田村
市文化センターにて教職員、保護者並

びに地域の皆様を対象に、教育実践報告会が開催されます。今年度の田村市の幼小中学校の主
な教育活動を知ることができます。都合のつく方は、ぜひご来場ください。
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２月３日（水）の５校時に体育館で豆まき集会を行い
各学級の代表が、自分の直したいところを「追い出す鬼」

として発表しました。「テレビ見過ぎ鬼」や「おこりんぼ鬼」「食べ物の好き嫌い鬼」「無駄遣
い鬼」などがありました。その後、いよいよ豆まきです。まくのは、６年生と５年生から、今
年の年男・年女にあたる子ども達でした。まかれた豆をどの子も懸命にひろっていましたが、
終わってみれば自分の年よりずいぶん多く拾って喜ぶ子、あまり取れずに残念そうにしている
子と、それぞれの様子でした。それでも、集会の後に各学級で行われた豆まきや豆配りで、ど
の子も同じぐらいの豆をもらいました。今年も、子ども達一人一人が心の中の鬼を追い出すこ
とができたようです。「追い出したい鬼カード」は中央階段向かいの掲示板に貼ってあります
ので、来校された際はご覧になってください。

２月４日（木）福島民報社の「Ｅ!新聞」プロジ
ェクトの一環である「新聞づくり講座」を４～６年
生が受講しました。
福島民報社より記者の方を含めて３名の講師の方

にお世話になりました。映像資料で新聞づくりの流
れ（取材、紙面構成、印刷、配達）を視聴したあと、郡
山本社 新聞講座委員 近藤様から見出しや写真の役割
など、新聞づくりについて詳しく説明していただきまし
た。普段何気なく読んでいる新聞ですが、県内の身近な
地域情報を始め国内外の最新の動きを知ることができる
ことから、国語や社会に関連した学習教材の側面もあり
ます。この講座を機会に、新聞を読むことや活用するこ
とに興味関心を高めたいと思います。
尚、当日、民報号に搭載された紙面編集システムで、

当日の授業風景を報じる「号外」が製作されました。そ
の号外は児童全員にいただきました。

【雪のため体育館南側に駐車】


